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一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら

１
０
０
年
来
の
不
況
が
押
し
寄
せ
、
そ

の
煽
り
を
受
け
た
政
権
交
代
か
ら
８
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

今
も
、
政
権
交
代
前
と
変
わ
ら
ず
日

本
丸
と
い
う
船
は
、「
羅
針
盤
が
壊
れ
た

ま
ま
迷
走
航
海
の
真
只
中
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

子
ど
も
手
当
て
・
高
校
授
業
料
無
償

化
・
農
家
戸
別
補
償
等
々
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
実
現
を
成
果
の
よ
う
に
訴
え
る
政

府
に
し
っ
か
り
と
し
た
財
源
は
見
つ
か

ら
ず
、
鳩
山
首
相
の
「
４
年
間
は
消
費

税
を
上
げ
な
い
」
の
言
葉
と
は
裏
腹
に

仙
谷
国
家
戦
略
担
当
相
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
つ
い
て
の
発
言
は
側
近
の
閣

僚
の
言
葉
と
し
て
も
耳
を
疑
い
ま
す
。 

 

特
に
仙
谷
氏
は
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
を
見
送
っ
て
き
た
自
民
党
政
権
に
対

し
て
「
羹
（
あ
つ
も
の
）
に
懲
り
て
な

ま
す
を
吹
い
て
・
・
こ
の
こ
と
が
日
本

の
財
政
を
危
機
的
な
状
況
に
し
た
」
と

批
判
し
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
言
葉
に

は
「
財
源
の
捻
出
に
限
界
が
き
た
」
と

い
う
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

日
本
の
民
主
主
義
を
よ
り
良
く
す
る

切
り
札
と
さ
れ
て
き
た
「
政
権
交
代
を
可

能
に
す
る
二
大
政
党
制
」
で
す
が
、
お
手

本
と
す
る
英
国
で
今
、
そ
れ
が
崩
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

日
本
で
も
民
主
・
自
民
両
党
へ
の
信

頼
が
揺
ら
ぎ
第
三
極
の
政
党
が
次
々
と

産
声
を
上
げ
て
い
る
中
、
か
く
言
う
私

も
無
所
属
・
無
会
派
、
町
民
党
と
し
て

「
町
民
本
意
の
町
づ
く
り
」
の
た
め
奮
闘

し
て
お
り
ま
す
。 

毛
呂
山
町
３
月
定
例
議
会
は
、
３
月

２
日
よ
り
１
８
日
間
の
会
期
で
行
な
わ

れ
、
平
成
２
２
年
度
毛
呂
山
町
一
般
会

計
予
算
は
８
９
億
２
千
万
円
で
可
決
い

た
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
平
成
２
１
年
度
当
初
予
算
８

２
億
６
千
７
百
万
円
と
比
較
す
る
と
６

億
５
千
万
円
ほ
ど
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
子
ど
も
手
当
・
児
童
手
当
の

５
億
８
千
万
円
（
国
庫
負
担
金
）
が
最
大

の
増
額
要
因
と
言
え
る
も
の
で
す
。 

今
年
度
よ
り
、
指
定
管
理
者
に
移
行

し
た
図
書
館
・
体
育
施
設
の
管
理
費
の

数
字
に
職
員
人
件
費
な
ど
減
額
の
状
況

が
見
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は

予
算
組
み
を
す
る
時
点
で
職
員
数
を
減

ら
す
事
が
で
き
な
い
た
め
、
今
後
の
補

正
予
算
の
数
字
に
現
れ
て
く
る
も
の
で

す
。 

 

そ
の
ほ
か
平
成
２
２
年
度
の
主
な
事

業
に
つ
い
て
は
４
月
２
０
日
配
布
の
毛

呂
山
町
議
会
だ
よ
り
６
８
号
を
見
て
頂

く
と
お
解
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

平
成
２
１
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て

も
、
政
権
交
代
前
の
麻
生
内
閣
に
よ
る

度
重
な
る
「
緊
急
経
済
対
策
」
と
政
権

交
代
後
の
鳩
山
内
閣
に
よ
る
「
地
方
か

ら
の
要
望
が
強
い
」
と
先
送
り
に
し
て

い
た
事
業
に
予
算
を
付
け
る
政
策
に
よ

っ
て
、
毛
呂
山
町
で
も
補
正
を
重
ね
て

こ
の
３
月
議
会
で
は
第
７
号
補
正
と
な

り
、
当
初
予
算
よ
り
７
億
７
千
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
第
７
号
補
正
は
年
度
末
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
予
算
を
次
年
度
へ
繰
り
越

す
た
め
繰
越
明
許
補
正
と
し
て
事
業
が

執
行
さ
れ
ま
す
。 

 

主
な
も
の
は
、
泉
野
小
学
校
・
川
角

中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
、
教
育
施
設

地
デ
ジ
配
線
事
業
、
農
道
・
林
道
改
良

工
事
、
防
災
倉
庫
建
設
事
業
な
ど
２
０

項
目
に
及
ぶ
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

※
こ
の
紙
面
に
掲
載
し
た
内
容
に
つ
い

て
は
井
上
け
ん
じ
の
Ｈ
Ｐ
「
私
の
視
点
」

で
さ
ら
に
詳
し
く
書
き
込
み
ま
す
。 

井上けんじのもっといいまちへ 
新しい視点と確かな実践力で 
結果を出す（議会だより６８号に合わせて） 

町
民
党
で 

 
 

奮
闘
中
！ 

平
成
２
２
年
度 

一
般
会
計
予
算 

８
９
億
２
千
万
円 

井上健次のプロフィール
１９５９年生まれ 
毛呂山町議会議員２期 
総務文教常任委員 
議会だより編集委員長 
埼玉西部環境保全組合議員 
株式会社 井上農場 役員 
(社)もろやま大地の会役員 

経   歴 
毛呂山町ＰＴＡ連合会長  
川角中学校ＰＴＡ会長２期 
筑波大学付属坂戸高校 

ＰＴＡ会長 ２期 

民
主
党
政
権
で
も
認
可
！ 

武
州
長
瀬
駅
北
口
野
久
保
線
事
業 “いち早く毛呂山町へ“と五十嵐事務所からの誠意あふれる交付金の内示

都
市
計
画
道
路
で
も
あ
る
武
州
長
瀬

駅
北
口
野
久
保
線
事
業
は
、
平
成
２
２

年
度
か
ら
国
庫
補
助
金
が
変
わ
り
「
町
づ

く
り
交
付
金
」
と
し
て
４
億
３
千
万
円
の

予
算
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
と
し

て
武
州
長
瀬
駅
北
口
周
辺
地
区
が
埼
玉

県
の
認
可
を
経
て
国
（
国
土
交
通
省
）
に

も
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

主
な
も
の
は
、 

○ 

武
州
長
瀬
駅
前
野
久
保
線
整
備
（
駅

広
・
本
線
） 

○ 

前
久
保
中
央
公
園
連
絡
道
路
整
備 

○ 

現
県
道
ま
で
の
延
伸
道
路
整
備 

○ 

武
州
長
瀬
駅
北
口
自
転
車
駐
輪
場

整
備 

○ 

武
州
長
瀬
駅
周
辺
情
報
版
整
備 

○ 

武
州
長
瀬
駅
橋
上
駅
舎
化
整
備 

で
あ
り
、
駅
周
辺
の
一
体
的
な
整
備
計

画
と
し
て
平
成
２
６
年
ま
で
の
５
年
間

で
進
め
る
よ
う
国
の
指
導
に
よ
る
も
の

で
す
。 

 

民
主
党
の
政
策
の
一
つ
に
八
場
ダ
ム

の
中
止
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を
掲
げ
て
、
ダ
ム

は
作
ら
な
い
、
無
駄
な
道
路
は
造
ら
な

い
等
々
、
公
共
事
業
を
頼
り
と
す
る
土

建
国
家
か
ら
の
脱
却
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
上
で
、
今
年
度
武
州
長
瀬
駅
北

口
周
辺
整
備
の
事
業
認
可
は
「
野
久
保
線

が
無
駄
な
道
路
で
は
な
く
、
武
州
長
瀬
駅

と
主
要
道
路
・
県
道
３
９
号
が
結
節
さ

れ
る
事
に
よ
っ
て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
確
立
さ
れ
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
」

と
い
う
国
・
県
の
判
断
で
あ
り
、
ま
さ

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な
く 

「
人
へ
」
の
利
便
性
・
ア
ク
セ
ス
性
・
空

間
の
創
出
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

そ
こ
に
は
当
然
国
に
よ
る
費
用
対
効

果
・
費
用
対
便
益
検
証
の
過
程
を
経
て

進
ん
だ
も
の
と
理
解
す
る
べ
き
で
し
ょ

う
。 

 

も
う
一
つ
、
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

が
・
・
・ 

３
月
定
例
議
会
閉
会
後
の
３
月
２
９

日
、
毛
呂
山
町
を
管
轄
す
る
代
議
士
で

も
あ
る
民
主
党
衆
議
院
議
員
の
五
十
嵐

文
彦
事
務
所
よ
り
、
武
州
長
瀬
駅
北
口
周

辺
地
区
整
備
事
業
に
国
か
ら
の
予
算
１

億
７
千
２
百
万
円
の
割
当
が
決
定
し
た

と
い
う
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
毛
呂
山
町
に
届
き
ま

し
た(

左
参
照)

。 

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
前
政

権
の
麻
生
内
閣
を
上
回
る
至
上
最
大

の
バ
ラ
マ
キ
政
策
で
あ
る
。 

私
は
、
農
家
戸
別
補
償
制
度
は
日
本

の
米
価
を
引
き
下
げ
、
米
に
関
係
す
る

経
済
そ
の
も
の
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

政
策
だ
と
言
い
た
い
。 

今
回
の
農
家
戸
別
補
償
制
度
は
、
大

き
く
分
け
る
と
２
つ
の
柱
で
あ
る
。 

１
つ
は
、
自
給
率
向
上
事
業
、
も
う
１

つ
は
、
米
の
モ
デ
ル
事
業
（
主
食
用
米

の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
生
産
す

る
販
売
農
家
に
対
し
て
、
作
付
面
積
１

０
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
５
千
円
を
定

額
交
付
す
る
）
で
す
。 

し
か
し
、
政
府
は
減
反
を
厳
し
く
し

た
わ
け
で
も
な
く
、
従
来
通
り
で
更

に
、
小
遣
い
が
舞
い
込
む
よ
う
な
施
策

は
、「
縁
故
米
」(

親
戚
や
知
人
な
ど
に

出
回
る
米)

な
ど
が
予
想
以
上
に
増

え
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
米
価
格

の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
（
Ｍ
Ａ
米
）

の
輸
入
は
今
年
度
も
例
年
と
同
じ
よ

う
に
７
７
万
ト
ン
！ 

民
主
党
の
赤
松
農
相
は
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

協
定
上
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
」
と
し
な
が
ら
「
国
際
約
束
論
」

を
持
ち
出
し
、
Ｍ
Ａ
米
の
全
量
輸
入
を

続
け
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

農
家
に
お
金
を
配
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
国
の
内
需
拡
大
と
経
済
バ
ラ
ン

ス
を
整
え
る
の
が
先
決
で
す
。 

今
年
の
秋
の
生
産
者
米
価
は
、
必
ず

下
落
し
、
米
農
家
の
溜
息
が
今
か
ら
聞

こ
え
て
き
そ
う
で
す
。 

貿
易
摩
擦
の
代
償
政
策 

Ｍ
Ａ
米
輸
入
に 

断
固
反
対
し
ま
し
ょ
う 

井
上
け
ん
じ
の 

ビ
ジ
ョ
ン 

〜
農
家
戸
別
補
償
制
度
で 

米
価
は
さ
ら
に
崩
れ
る
〜 

 
完成した長瀬駅北口ロータリー付近


